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                          e-mail 2023@kinrokyo.net 
 

第 50回衆議院総選挙で与野党伯仲に 
県内選出でも自民 4対野党 4の同数 

 
第 50 回衆議院選挙は、10 月 28 日未明、全 465 議席が

確定しました。自民、公明両党は計 215 議席で過半数を獲得

することができませんでした。 

その理由は裏金事件、統一教会問題等の影響により、自民党

は公示前から 65議席を減少して 191議席、公明党は 8議席

減の 24議席にとどまり大敗を喫しました。 

なお、他の政党の議席獲得と公示前の増減数は下記の表を

参照して下さい。 

 

 

今回の勤労協ニュースでは衆議院選挙結果を踏まえて、①改憲勢力が衆議院の 2/3 を割りこんだ

こと。②与野党が伯仲したことにより、衆議院予算委員会をはじめとする各委員長ポストに立憲議

員が就任することとなり、従前と大きく異なる「緊張ある国会運営」を期待できること。③自民党

が従前から強引に実施しようとしている「マイナンバー保険証の問題点」、そして最後に被団協がノ

ーベル平和賞を授与されたことを取り上げました。皆様の一読と感想を寄せて頂くことをお願い申

し上げます。 
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一方、県内の小選挙区選挙でも自民 4 議席対野党 4 議席という同数となり、「新たな政治体制」と

なりました。（具体的な各選挙区の選挙結果は下記を参照して下さい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改憲勢力が衆院の３分の２割り込み、改憲機
運の後退必至…日本国憲法公布７８年  
  
日本国憲法は 11 月３日、公布から７８年を迎えた。衆院選では自民、公明両党が大幅に議席を減

らし、憲法改正に前向きな改憲勢力が、国会発議に必要な総定数の「３分の２」を割り込んだ。石

破首相（自民党総裁）は来年の自民結党７０年にあわせた発議に意欲を示すが、改憲機運の後退は

避けられない情勢だ。読売新聞 2024年 11月 4日より 

「自民党は来年、結党７０年を控える中、党是である憲法改正を前に進めていく。与野党の枠を超

え、３分の２以上の賛成が得られるよう、精力的に取り組む」石破首相は衆院選から一夜明けた 10

月 28日の記者会見で、こう宣言した。 

 ただ、衆院選の大敗で、道のりは険しさを増している。 
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国会議事堂の中の動き 
公示前には、改憲に前向きな自民、公明、日本維新の会、国民民主各党と無所属会派の勢力は、

衆院で総定数の３分の２（３１０議席）を上回る計３３４議席あった。今回、立憲民主党が議席を

増やし、改憲勢力は２８５議席に減った。改憲を掲げて新たに議席を得た日本保守党（３議席）や、

無所属で当選した旧安倍派議員らを足しても、３分の２には遠く及ばない。 

 立民の野田代表は１１月１日の記者会見で、立民について「論憲の立場だ」と説明し、「議論の場

があるなら、きちっと議論していきたいが、改正前提ではない」とけん制している。 

 先の通常国会の衆院憲法審査会では、大規模災害時などに国会議員の任期延長を可能にする緊急

事態条項の「骨格」となる論点整理案を自民が示し、公明、維新、国民の３党も条文案作成に賛同

した。 

 さらに自民の憲法改正実現本部は９月、岸田首相（当時）出席のもとで、緊急事態条項創設と自

衛隊明記に対応するための論点整理をまとめた。参院でも改憲勢力が「３分の２」を維持している

来年夏の参院選までの発議を念頭に、「取り組みを新総裁に引き継いでもらう」（岸田氏）狙いがあ

った。 

石破首相は就任後、取り組みを引き継ぐ考えを示し、１０月４日の所信表明演説でも「首相に在

任している間に発議を実現していただくべく、建設的な議論を期待する」と表明していた。 

 だが、衆院選で自公両党が過半数割れの「少数与党」に陥り、改憲に注力することは難しくなり

そうだ。予算案や法案を成立させるためには野党の協力が欠かせず、「綱渡り」の国会運営が続くた

めだ。自公は議席の減少に伴い、憲法審の委員も少なくなる見通しで、自公主導で改憲議論を推進

することも困難となることが予想される。 

 もっとも、具体的な改憲項目を巡っては、自民や維新が積極的な自衛隊明記に対し、公明内では

慎重意見が根強く、改憲勢力の中でも、足並みがそろっているとは言えない。 

 自民の憲法族議員は「国会で改憲の話が進みにくくなれば、改憲に向けた党内の機運もしぼみか

ねない」と懸念している。 

 

衆院、政治改革と法務も立民  

委員長人事、憲法審会長は枝野氏 
2024年 11月 8日 （共同通信） 

  
 与野党は８日の衆院各派協議会で、衆院選での与党過半数割れを受けた委員長と審査会長ポスト

の配分を確定した。立憲民主党は、予算委員会委員長、

政治改革特別委員長と法務委員長を確保。政治資金規正

法の再改正や選択的夫婦別姓導入の審議促進を狙う。憲

法審査会長も割り当てられ、枝野幸男元代表が就く。自

民党が目指す憲法改正論議に影響が出る可能性がある。

立民は重要ポストを得て、国会審議で石破政権を揺さぶ

る構えだ。 

 政治改革特別委は、自民党派閥裏金事件を受けて４月

に設置が議決された。立民は、企業・団体献金禁止や政

策活動費廃止といった規正法再改正の実現とともに、裏

金事件の真相を追及する場にも活用したい考えだ。 

 選択的夫婦別姓の導入は立民に加え、国民民主党や公

明党も賛成する一方、自民は反対論が根強い。立民が法

務委員会の主導権を握ることで、公明や国民民主も巻き

込んだ形で自民に対応を迫る場面も想定される。 

 常任委員長ポストの配分は与党１０、野党７で確定し

た。衆院選前は与党が１５のポストを占めていた。 
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（掛川勤協 News 第１３３号より） 
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利用率 14％弱…マイナ保険証は「推進」か「見直し」か  

各党の公約は？ 「一本化」目前でもトラブルやまず 
2024 年 10 月 20 日 東京新聞 

政府は、12 月 2 日に現行の健康保険証の新規発行を停

止し、保険証機能をマイナンバーカードに持たせる「マ

イナ保険証」に一本化する方針だ。準備段階では自治体

や医療機関で事務的な問題が続発し、国民に移行への抵

抗感が残る。与野党の衆院選公約では、健康保険証廃止

の是非も対立軸になっており、有権者が投票先を決める

上で重要な判断基準となる。（中根政人） 

 

◆石破首相は「先送り検討」から一転、自民は「推進」 

 石破茂首相は自民党総裁選を控えた 9 月の時点で、健

康保険証の廃止時期の先送り検討も必要との考えを示し

ていたのに、首相就任後は主張を一変。今月 7 日の衆院

代表質問では、マイナ保険証への一本化を「法に定められたスケジュールで進める」と明言した。 
 
 平将明デジタル相は記者会見で「急激な人口減少で加速度的に人手不足が進行する中、皆さんが

満足できる社会保障のサービスを行うために不可欠」と指摘。マイナ保険証への一本化のメリット

を強調する。 

 自民は公約で、健康保険証の廃止を前提に、マイナ保険証を含む「マイナンバーの利活用推進」

を記載。「社会保障」「税」「災害」の 3 分野以外での情報連携も拡大するとした。公明党も、マイナ

保険証への一本化に向けた取り組みを着実に進めるとした。 

 

◆一本化に賛同した維新と国民民主 公約では触れず 

 健康保険証廃止とマ

イナカードへの一本化

は 2023 年、マイナン

バー法などの改正関連

法の成立により決まっ

た。関連法には自公両

党のほか、日本維新の

会や国民民主党も賛成

した。維新と国民は健

康保険証廃止を容認す

る立場だが、公約には

マイナ保険証への対応

に関する具体的な記載

はない。 

 維新は行政組織のデ

ジタル化推進に向けた

マイナンバーの徹底活

用を主張。国民は緊急

時の迅速な給付のため

のマイナンバーと銀行

口座のひも付けを掲げ

る。 
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◆立憲民主は「見直す」、共産は「押し付けをやめさせる」 

 一方、立憲民主党は公約に、健康保険証廃止の延期と当面の存続を明記。マイナンバー制度やマ

イナカードの在り方はプライバシー保護などの観点から「いったん立ち止まって見直す」とした。 

 共産党はマイナンバー制度自体を廃止すべきだとした上で、マイナ保険証などの押し付けをやめ

させると主張。れいわ新選組や社民党も、現行の健康保険証を維持するよう求めている。 

 

  ◆「現状で健康保険証廃止はあまりにも拙速」…現状は 

 マイナンバーカード保有者のうち、8 月末で約 80％がマイナ保険証に登録している。ただし、病

院や薬局で利用している人は 9月時点で 13.87％にとどまっている。 

 東京新聞など全国 18 の地方紙が 8 月に実施したアンケートでは、回答のあった 1 万 2007 人のう

ち、現行の保険証を残してほしいという意見が 80％を占めた。「紛失時のリスクや手続きが心配」

「災害時や停電など、使えないときはどうするのか」といった不安や疑問の声が多く寄せられた。 

  

マイナ保険証を使ったトラブルも後を絶たない。開業医らで構成する全国保険医団体連合会の調査

では、5月以降も 70％の医療機関で、カードリーダーの不具合などのトラブルを経験していた。 

 東京都練馬区の IT エンジニア、堀田聡美さん（54）は「さまざまな情報がひも付けられるリスク

があるのに、政府は国民が安心できるような制度設計をしていない」と指摘。健康保険証の廃止に

関しては「あまりにも拙速だ。トラブルがあった場合に誰が責任を取るのかも分からず、今も不安

に感じる。投票する際には、マイナ保険証に対する各党の主張も判断材料の一つにしたい」と話し

ている。（戎野文菜） 

 マイナ保険証 健康保険証の機能を備えたマイナンバーカード。専用サイトなどで保険証として

登録すると使える。患者が同意すれば、医師は薬の処方歴などの確認が可能で、政府は適切な治療

につながるとしている。現行の保険証廃止後、カードを持っていない人やマイナ保険証の未登録者

には、自治体や健康保険組合などが、代わりとなる「資格確認書」を発行する。 

 

石破首相の核共有論は「論外、怒り心頭」 ノーベル平和賞

の日本被団協が会見 「間違っていると説得したい」 

2024年 10月 12日東京新聞 

 ノーベル平和賞の受賞が決まった日本原水爆被害者団体協議会（被団協）は、受賞発表から一夜

明けた 12 日、東京都内で記者会見を開いた。代表委員の田中熙巳（てるみ）さん（92）＝埼玉県新

座市＝は、石破茂首相が自民党総裁選で言及した「核共有」に対し、「論外。政治のトップが必要だ

と言っていること自体が怒り心頭」と厳しく批判した。 

◆「今、核兵器をなくすことを真剣に考えなくてはいけない」 

ノーベル平和賞に決まり、記者会見する被団協代表委員の田中熙巳さん＝12日、東京都千代田区で

（安江実撮影） 
 

 記者会見にはオンラインを含め、広島と長崎の被爆者の

役員 7人が参加した。 

 「今の世界情勢から、核兵器をなくすことを真剣に考え

なくてはいけないと、ノーベル賞委員会が考えた」。田中さ

んは今回の受賞の背景をこう推測した。 

 12 日正午過ぎには、石破首相と電話で話し、後日に面談

したいと伝えたことを明かした。その際は、米国の核兵器

を日本で運用する核共有について「考え方が間違っている

と説得したい」と話した。 
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（写真右：ノーベル賞メダル） 

 受賞の知らせを聞いたときは「本当かいな」と思ったが、「今朝になった

らうれしくなってきた」と振り返った田中さん。13 歳の時、長崎市の爆心

地から 3.2 キロの自宅で被爆し、親族 5 人を亡くした。「けが人と遺体が散

乱していた。原爆は使っちゃいけない」と訴えた。 

 

 

◆核共有「日本が戦争加害国になるかもしれない」 
 

ノーベル平和賞に決まり、記者会見する被団協代表委

員の田中熙巳さん（左から 2 人目）ら＝12 日、東京都千

代田区で（安江実撮影） 

  

事務局次長の浜住（はますみ）治郎さん（78）＝東京都

稲城市＝は、広島市の爆心地から 4 キロで母の胎内で被

爆。父は爆心地近くで亡くなり、骨も消えた。「忘れた

ことがない父に、まず報告したい。高齢化で会員が減っ

て厳しい中でも、核兵器を廃絶していく」と誓った。 

 1 歳の時に長崎市の爆心地から 2.9 キロで被爆した事

務局次長の和田征子（まさこ）さん（80）＝横浜市鶴見

区＝は「核共有は日本が戦争加害国になるかもしれず、

許してはならない。私たちの運動は何だったのか」と憤

った。 

 被団協は 1956 年に結成されてから、国連や国際会議などに足を運んで被爆体験を証言し続けてき

た。会見の終盤、今後の取り組みについて問われた田中さんは、こう呼びかけた。「核兵器をなくす

のは人類の課題。運動をどう強化していくか議論してほしい。皆さんは、全員が被害者候補だ」（増

井のぞみ） 

 

2025年 3月には第 3回核兵器禁止条約締約国会議が開催 

日本からもオブザーバーを派遣させる世論形成を。 
第 2回核兵器禁止条約締約国会議は 2023年 12月、ニューヨークで開催されました。 

同会議は条約に参加する 59 の国と地域のほかに、オブザーバーとして 35 カ国が参加し、アメリ

カの核の傘のもとにある NATO 北大西洋条約機構の加盟国のドイツやベルギーなどもオブザーバーと

して議論に参加しましたが、日本政府は参加しませんでした。 

 

本年 10 月、ノーベル平和賞が被団協へ 授与される事が決定し、世界的にも日本の核兵器禁止運

動が注目されています。次回の核兵器禁止条約締約国会議は

2025 年 3 月に開催される予定です。同会議の焦点は、核のリ

スクが高まる中でも条約の締約国やオブザーバー参加国を増

やしながら、核軍縮に向けた機運を高めていくことが重要と

なっています。 

 

その為には、2023 年 6 月県議会で採択された「唯一の戦争

被爆国として、核兵器のない世界の実現に向けてより一層努

力することを求める意見書」を再度、関係者の協力を得なが

ら確立できるように県勤労協としても働きかけをしていく予

定です。 
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唯一の戦争被爆国として、核兵器のない世界の実

現に向けてより一層努力することを求める意見書 
令和 4 年 7 月 1 日 

本文 

 2021年 1月 22日に発効した核兵器禁止条約への署名国は 86か国、批准国は 65か国に上り、本年

6月にはオーストリアのウィーンで第 1回締約国会議が開催された。この締約国会議には、オブザー

バーとしてブラジル、スウェーデン、フィンランドなどのほか、北大西洋条約機構加盟国のドイツ、

ノルウェー、オランダ、ベルギーも参加している。 

 我が国は、唯一の戦争被爆国として広島、長崎の惨禍を経験しており、静岡県でもビキニ環礁で

の水爆実験による焼津の第五福竜丸の悲劇があった。国内では今なお多くの人々が被爆の後遺症に

苦しみ、核兵器のない平和な世界への願いは強い。 

 岸田首相は、昨年 10月 27日に「唯一の戦争被爆国日本として、核兵器国を動かして現実を変え

ていく努力をする責務があると信じている」と発言するとともに、本年 3月 31日には核兵器禁止条

約について「核兵器のない世界への出口とも言える重要な条約である」と指摘している。 

 他方、岸田首相も指摘する通り、同条約には核兵器国が 1か国も参加していないため、現実を変

えるためには、核兵器国を関与させるための努力が必要である。 

 本年 2月からウクライナへの軍事侵攻を続けるロシアは、核兵器の使用も辞さないことを示唆し

ており、国際情勢は非常に緊迫し、核兵器のない平和な世界には程遠い。 

 よって国においては、緊迫する国際情勢の中で、唯一の戦争被爆国としての責務を果たすべく、

核兵器禁止条約締約国会議におけるオブザーバー参加を含め、核兵器国を動かすための取組を進め、

核兵器のない世界の実現に向けて努力することを要望する。 

 以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。 

 

第 27代高校生平和大使 

2024年長崎派遣代表の活動報告会 
 

11 月 7 日午後 4 時より、「第 27 代高校生平和大使.2024 年長崎派遣代表の報告会」が静岡市労働

会館で開催ました。同会では広島研修.長崎研修.県内活動では「高校生平和大使の出前講座」、「街

頭署名活動」等が報告されました。その後、第 27 代高校生平和大使の谷河優那（東海大学付属静岡

翔洋高校 3年）さんから、下記の内容で国連欧州報告がされました。 

 

（写真下：左より 谷河優那さん第２７代高校生平和大使、水野可麗さん長崎派遣代表、 

粂田陽菜さん長崎派遣代表） 
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今年も無事に高校生平和大使は欧州訪問を終え帰国いたしました。 

大きな成果を上げることができました。多くの皆さんのご支援に感謝します。 

第２７代高校生平和大使は、８月１９日～２４日までスイス・ジュネーブにある国連欧州本部を

訪問しました。 

初日は、軍縮会議日本政府代表部を表敬訪問し、市川とみ子大使と核兵器廃絶をはじめとする軍

縮の動きにについて議論をさせていただきました。その後、国連周辺の見学を行い、地雷やクラス

ター爆弾を批判するブロークンチェア、マルセル・ジュノー博士の記念碑などを訪れました。 

２日目の朝からは国連軍縮会議を傍聴しました。市川大使が会議の初めに、高校生平和大使を紹

介し、各国から歓迎のメッセージをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、国連ツアーに参加し、国連の広さに驚きながら、国連の歴史を学び、様々な会議が行われ

ていることを学習しました。また、高校生 1 万人署名と藤原さんの折り鶴が展示されているコーナ

ーがあり、署名活動の継続・重みを再確認しました。 

 

午後からは、国連軍縮局を訪問し、高校生平和大使全員がスピーチするとともに、広島・長崎市

長のメッセージと９６，４２８筆の署名・目録を提出しま

した。（これまでの合計 2,723,142 筆）メラニー・レジン

バル国連軍縮部ジュネーブ事務所長は開会のあいさつで

「高校生平和大使に会うのは昨年に引き続いて 2 度目とな

るが、昨年の感動を忘れることができない」「皆さんが国

連で核軍縮の重要性について語ってくれることは大変重要

だ」と語り、高校生平和大使の活動を高く評価し、今後の

活動に期待を込めた発言は、高校生平和大使にとって大き

な励みとなりました。 

 

３日目は、早いもので最終日の活動でもありました。今回は新たに GCPS（ジュネーブ安全保障政

策センター）と UNIDIR（国連軍縮研究所）を訪問しました。 

 GCSP では活動の紹介を受け、4 人の高校生平和大使がスピーチを行い、意見交換を行いました。参

加された職員の中には高校生平和大使のスピーチに涙を流して聞き入る人もいて、核兵器廃絶の熱

い思いを伝えることができ、核兵器廃絶と平和な世界の実現に向けて多様な議論ができました。 
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次に 国連内にある UNIDIR を訪問しました。こちらで

も活動内容について 4 人の高校生平和大使がスピーチを

行い、意見交換も行いました。夕方には、大使公邸で軍

縮会議日本政府代表部主催のレセプションが行われまし

た。外交官やジュネーブ大学の学生などが参加していて、

多様な考えの人たちと交流を出来る有意義な時間になり

ました。 

2４日、長崎で帰国報告会を行いました。 

これから、全国のメンバーに共有しながら、活動をして

いくことを再確認し、長い高校生平和大使の旅を終えま

した。 

(文責：秋山一 静岡県勤協連) 

 

 

 

 

 

☆清水地域勤労協 

秋空の下で快い汗と歓声で楽しんだ 

清水退福共のグラウンドゴルフ大会 
 

10 月 19 日午前 9 時より清水秋葉運動公園で、清水地区退職福祉共済会（主催）.清水勤労者協議

会（協力団体）のグラウンドゴルフ大会が 24 名の参加で開催されました。同グラウンドゴルフ大会

は、4 月 27 日に予定した大会が雨天によ

り中止となり、半年ぶりの大会となりま

した。 
当日は、衆議院選挙の期間中でしたの

でサプライズゲストとして田中けん候補

（国民民主党）からも激励と祝辞をいた

だきました。田中候補の挨拶後、参加者

全員で「田中候補の必勝に向けて頑張ろ

う三唱」をし、衆院選の必勝を決意しま

した。※田中候補は静岡 4 区で与野党対

決の結果、見事に勝利することができま

した。 

グラウンドゴルフ大会は初

心者が大半の為、「打ったボー

ルが上手く入らず苦労した」

という人もいましたが、秋空

の下で汗と歓声が中で楽しむ

ことができた楽しい大会とな

りました。 

 

清水退職福祉共済会は 11 月

12 日に「小田原へのバスツァ

ー」も実施してきました。 

(通信員 秋山一) 

各地区活動報告 
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【静岡県勤労協 研究集会のご案内】 
   ◆日 時 ２０２４年１２月１３日（金） １４：００～１６：００ 

     ◆会 場 静岡市江尻生涯学習交流館 

住所 静岡市清水区小芝町 3-35  電話 054-367-3321 

  ◆講 演 「年金制度改正に向けた検討課題と年金財政検証の動きについて」 

      ◆講 師 平 田 時 義 氏  

（元年金事務所職員） 

      ◆参加希望者は１１月末までに報告ください（一般参加者も歓迎します） 

       TEL 054-366-6888    FAX 054-366-6889   

ﾒｰﾙ    2023@kinrokyo.net 

 

mailto:2023@kinrokyo.net
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